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　構造改革の厳しい試練をくぐって，隣下．バブル崩

壊以来3綾羅の景気饗1復のチャンスが翼本経済に訪れ

ていると言われている。しかし，もしそうだとしても

本格的な羅綾の波が地方の中小企業に及ぶまでにはま

だ時を要すると患われるし，景気疹1後馬藤にあっても

地域悶競争は激達し，経済の地域的不均等の拡大は避

けがたいかもしれない。どういう地域が霞尾良く新し

い発展の軌道に乗む，どういう地域が状況に押しつぶ

されていくか，その分かれ§がどこにあるかは非常に

興味深い欝1題である。

　本書は人£董3万人から6万人程度の地方小都毒にお

ける産業振興の先進・典型事携を櫨思して検討を擁え

たものである。欝万人蔚後の地方中心部毒については

今後に硬究の計麟があると編者は薮っている。本書が

言うとおり，地方小雛毒は人々の暮らしや仕事を実感

できるゼ人の姿の見える地域」としての魅力をもって

いる。小綬模な都市であればこそ，鱗性的な人物が

婆一ダーシップを発揮する条件も生まれやすく，行政

の取り緩みも焦点を絞りやすいという事椿は確かにあ

るだろう。都市規模の大小を問わず共通する産業振興

戦略のポイントを楚握する上では分かりやすい検討麟

象であると思われる。

　内容を紹介しよう。まず最初に取り上げられるのは

眼鏡フレームの生産量で笹二肇本一＾を誇る地場産業都市，

福井県鯖江市である。腰鏡フレームの生産工程は2§○

以上にも総分化されるというが，鯖江車ではそれらを

担う小・零纏企業が複雑な地域内分業一貫生産態勢を

作り上げている。2§世紀初頭に始まる縫毒の韻鏡生産

は，すでに戦前に東京や大薮をしのぐ産地を形成し，

高度成長鱗にはセル鐡イド枠の生産を柱に大きく飛躍

した。その後，技術的にはチタンフレームの開発に成

功し，デザイン面でも国際的な市場展開を爵って轡高

不況を乗り切る。しかしながらi鱒倉庫代に入ると産地

メーカーの海外移転や中国メーカーとの競争激化で鯖

江の眼鏡産業は「産地存亡の危機」に遭遇していると

いうことである。そこで溝市では．鰻鏡だけでなく繊

維や漆器などの地場産業も含めて地域づくむの観点か

ら「もの・まち・くらし豊の権互連携を穫った総合的

な紅ファッションタウン構想講，およびそのための理

念としてrユニバーサルデザイン葺の推進を打ち申す

ことになる。99葎1こはミラノに海外駐在員事務駈を開

設して精報収集と情報発信の髄点とし，当地のファッ

シ鐸ンスクールとの交流も麗始した。その飽，インチ

！フジエントデザイン講座や，大蔽大学との協力による

e一ラーニング方式のデザイン理工学講座の開催，全

馨から経験・技徳をもった中高葎を募集し人材瀕遣事

業を行う第三セクターの設立，あるいは産業観光の麗

麗などが特筆されるべき取り緩みである。地場産業ば

かむでなく地域のすべての産業が一一丸となって再生を

難し，立ち上がっているところに鯖江市の産業振興戦

略の独自性を見いだせると著者は指摘している。

　第2の事鯛は山形繋長井市である。長井市は米沢藩

時代以来のものづくりの伝統を有しているが，欝32年

の東芝長井工場の誘致を契機に，金属・電気機械産業

の企業城下町として成長を遂げることになる。しかし

鱒年代に入ると製造業の空洞化の波が襲い，東芝が長

井工場の株を売部するという事態が95年には生じる。

また少子化の影響で県立長井工業高校が定員割れを起

こすようになり，その存立が危うくなってきた。長井

市は産富協溺の「産業立地指針策定委員会達を立ちヒ

げて産業振興戦略の練り直しを行う。市内蔦§企業の

訪問調査を実施して企業精報の収集・分析を行い，当

地の産業の課題を浮き彫りにした結果，城主である中

心企業の笠の下から慮るための最大の課題は人材の育

成であることが見いだされた。そこで地元産業界の提

唱により長井工業高校の統合炭麟と建て替えを要求す

る運動が始まる。これを支援する基金作りの運動には

市内全世帯の3分のi以■しが協力したという。さらに

「翼AGA亙次穫代マイスター育成協議会事業」と銘打っ

てi難2年のマイスター塾を開講したほか，在学中の

工業高校生への技能教育も進め，総年からは一縷の実

践的技徳を追求する「ものづくり伝承館嵯もスタート
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させて．人材育成事業の第2ステージに入っている。

　第3事例は筑豊地域の中心都市である襯岡桑直方市

である。石炭産業と採炭機械の製造・修理で栄えた当

地はエネルギー革命とともに急速に衰退する。石炭産

業依存からの脱去翫こ遽られた南は半導体産業の企業誘

致に尽力し，鉱業から製造業への転換を成し遂げる。

しかし鱒年代に入るとともに製造業の海外移転等に見

舞われ，再び大きな壁にぶちあたる。直方市の新たな

産業振興の課題は，地場産業としての鉄工業と半導体

産業との連携．福緯県鹿部で発展しっっある脅動車産

業との連携であり，ヂ誘致中心から内発型へのシフト

チェンジ］が始まっているということである。

　第透は鳥取県境港市である。雛本海有数の漁業基地

であった緯毒は，水産撫工を中心とした製造業のまち

でもある。また米子や松江・出雲地方と結ぶ観光地と

しての条件も奮しており・水産物直売によって漁業と

観光とをタイアップさせる等の皺む緩みがなされてき

た。しかし現在，漁獲量の激減で食品趨工業は輸入・

移入水産物に頼らざるを得ない状溌に臨っている。同

市では水産振興協会を核にして多媛に亘る施策を講じ

ているが，とりわけ注目されるのは食の安全性に対す

る消費者の関心の高ま馨に対応した「危害分析重要管

理点涯と呼ばれる衛生管理方式の導入や紅氷温（食品

團有の氷結点と零度までの温度領域）」技術の開発で

ある。企業閥の横の連携を強めること毒こより蓼スクを

分散させながら｛寸撫懸魑を高めるという，地域産業の

あむ方が鵡芽的に見いだされるとされている。

　第5の事鯛は跳海道登馨彗毒。同地は温泉観光で有名

な概だが，琴ゾート開発の流行に乗ってテーマパーク

を建設したのが失敬し，新たな展開を追られている。

そこで打ち出された同市の観光産業戦略は，第iにア

ジアからの集客，第2にホスピタ勝ティの海一ヒ，第3

に体験観光の充実であった。香港・台湾・中国への

セールスの展開，外濁人に端する接客の条件整備，乗

馬や乳搾り体験ができる観光牧場の建設等である。さ

らに隣接する白老町と…緒に広域観光協議会を設立し

て広域観光にも取り緩んでいる。懸体旅行の時代が終

わって小グループでの簾行が主流になったうえ簾行の

質が高まったため，観光と地域産業との関連がかえっ

て密接になったという点が重要である。「地域ぐるみ

で差響彗化を緩る3ことが観光開発の鍵になっている。

　第6事擁は島根渠斐辮市である。同市は精力的な企

業誘致により，島根県内では珍しく人日の増撫を達成

している。しかし注目すべきは，同市が単に企業誘致

に成功したことだけでなく，誘致企業の現地化，およ
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ぴ地場企業との婆ンケージの重要性を認識しっっ努力

している点である。具体的にはヂ企業化支援センター」

やザ企業化支援貸工場」の設置，醸POビジネスサポー

トひかわ」の設立などを挙げている。

　福島県喜多方市が第7の事携として取り上げられて

いる。購市は「藏とラーメン」で名高いが，　ラーメン

のブランド建に成功した背景には，地下で百年を経て

いると言われる優良な地下水を使った醸造業という地

場産業の存在があった。本書ではラーメンの品質を維

持するためのゼ老麺会」の綴織建，生活の場でもある

蔵を観光資源にするためのさまざまな工夫が紹介され

ている。また会津地方や由形県米沢地方との広域連携

の可能盤もここには開かれている。

　第8番羅には，異業種交流の突出した事鰐として長

野県駒ケ根毒を取む、ヒげている。そして第9の事例と

しては，東京都銭蔵野市との連携で同市に共同でアン

チナシ華ップ「麦わら輯子4を出している7市町耀の

取り総みが紹介されている。

　以上の諸事舞の検討を総括して編者の関氏は，地方

小薬毒の産業振興戦略のキーワードはギ連携雛とド人

材」であると甑合している。ひとくちに連騰といって

も地域間の連携，地域内の異質なものとの連携，産業

おこしとまちおこしとの連携など，その意殊するもの

は多様である。また人材についても，地域産業の担い

手になる人材のほかに妻トダーとなる人材も必要であ

る。人づくりの点では，工業高校を地域ぐるみで守り

育てた長井市の実践が高く評懸されている。

　本書の最後の部分で編者は，ここで紹介されている

ような，希望を抱いて産業づくりに取り緩んでいる

「人の姿の見える地域」は，全国32§§毒町村の中でお

よそ3§ほどだと述べている。事実はその通りなのかも

しれないが，すぐれた企業家はどんな小都毒にも必ず

いるだろうし，行政にも意欲と能力をもった職員は少

なくないはずである。問題はそうした人材を立ち上げ，

産業振興にまでつなげていく紅地域づく馨の技法3な

のではないか。そしてそれは産業の振興にとどまらず

文化や教育，福羅の分野にも言えることであるに違い

ない。そのことを私はギ資源を掘馨議し，緩織を立ち

上げ，行動を織りなす」という言葉で表現している。

もちろんここでいうヂ資源擁は，まず第iには人的資

源を意味している。地域をつくるのは人である。この

ことを本書は具体的な事実を通して生き生きと示して

くれている。騒本経済の将来が開かれるとすれば，そ

れは人々のこうした営々たる努力の積み重ねの結果と

してでしかあり得ないだろう。　　　　（欝欝．8、2〉
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